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—ジョセフソン接合　その 2—

1. Jc(y, z) = Jc(一定)とおく。y − z平面において、接合の境界を示す式は、
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となる。接合に流れる全電流は、
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ここで、
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ϕ = ϕ(0) = ±π
2で接合に流れる全電流は最大となるので、sin ϕ = ±1, cos ϕ = 0

として
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接合を通過する全磁束ΦはΦ = 2bd′B0
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が得られる。
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図 1: 超伝導トンネル接合の接合の臨界電流の磁場依存性。


